


















(1) aι'¥dri2η112t gcr<ldc das Radio 2ngcstcl;t 
Adri2n h出 just the radio lllrneU on 
"Ad:dan ~laS jus~ Lurned on the Ye.dlo." 
b. (;pr8.rle hnt Adrum rlns R;-:dio ar;，gpstと:Jι
はと!寸義)
c Das Radio hat Ad口angcradc angcstcllt 
(aと同義)
CClah.sむ~ & Sll101ka 198Cd391 
第要素のヘj~ ìffに ~t L 心檎，I~素が変化しでも定形動詞 ~lal が第要素の1ú:
院に生じているU12代のゲルマン諸諸では、ドイツ諮のほかにオランゲ王者、
スウ 1 ーデン布、ノルウェ ~~JL アイスランド布、イデイゾシュ認などに






















& Taylor 1997) c 
(2) CP-VZ 
[cp XPj lc Vi J [IP YP [1 ti J [vp ... ti .. tj . .JJ 
(3) TP-VZ 
lcp C []p XPj h Vi J [VP. ti tj...]]] 
従属節ではC枕置に術文化子なとの要素が存在するために、そこへの定形
説、dtFf翌てき H にみられるまちU~cij 第一 i才坑象について 71 
動討の移動は泊止されるヘ従ってじP-V2否認では従属節lニ怠いて動主J第
f~f 現象:土斗じない J 他方 IPV2口説は正すu~， iJ 第 j，i'を実現するのにCI古
置を利用しないので従属節でも勤前第一位J;i象が生じる!(rorh & 






CP-V2ということになろうハま1.:、 Kroch& Taylor (1997)でl土、 f主来
は付加J;"n(adjuncりとしての"日詞語匂が丈のt0 要素の位置に置か札ても
動~iû~おて付現象を引き起こすことはなかっとが、 ~-l-l英語北部h 口ではその








れているが、了J:¥定訳需書iJheAuttorムzedVersion of tte Bible).:では
その名残と与えられる倒置文が綬祭されるロ 51もよくみられるのは次例の
ような lhcllを第 投手主にもつ出世丈である
(1)九 Thencame Jesus -[rom G<i:ileεro Jordall unto Jo1γ1. to 
ヶq
fん
l光 bapLizεd01" ~lÏm ( Iマタイのf品音吉 :L 1:1) 
b. Then tOelchとdhe thとireyes， saylng， Accordムngto 
V()lr f日ithbc it lmto V01. (JiJ丹29)
c. Thcll bcg札口 hc to uυbraid Lhl' ciLiI'討 whcrcir: :lυ叫 υf 
l'.[s mighty works ¥VCtむ donc，bccat:sεthcy rcpcr.tcd 
not (同11.20)
d. Ther: charged he his disciples that thとyshould日1no 
mrm r]-;at hc -"'v出 J'引lSrhc Chriは (1IfJHL21)
仁 Thl'H wcrc Lhcrc bruugh:-Lo h1m ~itL今 c childrcll， that 
liC shou;d put his hands on thcm， and 
(同l古!:lI
f. Then spake Jesus 1O ~he multi~ude. and Lo 1ムムsdム SC~
plp:も， Saying守 Thescribξs and thfそPhariseessit ln 
M，民主山町al: (J日'12::l< 1) 
g. Thcn asscmblcd togcthcr t1む chicfprics:s， and thc 
scribεs， and the elders of T he people， llnto tl日 palace
。[lhe high priesl. (Jnj2ri. ~j) 
h. Ther;， re:p;-，:sf'rl he Ba::nhhas unto them: and ¥vhen hp 
had scりurgcdJcsus， 1じ udivcrcuhim Lo bc cl"uciIicd 
(ドi^j27，26)
山英語においては、 then，こ如、Iiするta.tonneが:i:Yilに[古かれと倒出土;
は;fr)J~IiJ ti'~ >fす現象の代表的な構文の つであうた仁同検lニ中英認において
も1;a，thCllが文yf[~..こ出かれると部b ~FJ 第一位現象が現れた また、出いら
れしいる勤iirj は特定の動~iU、あるいは特定のタイゾの動詞に限定されしい
るわけではなく、多様な動詞が用いられていることがごのわず語、な例から
説、dtFf望台H にみられるま誌社第一i打見象について 73 
も分かる。そうし寸意味で (4)の例は古英J3からの中き残1)と断定でき




(5) a， 'I、ユcrdorcspcak 1 lo thcm ln t同二 a~)lcs
jー マタイの福寺子ヰJ 13， L3) 
h. Likε¥Vl舵 shal12.1so t~le Son of li:.a:l su[[er of them 
(HJ-rt'，lZ) 
C camc aJso thc othcr virgir;汽?出lying，Lorr1， 
Lonl. OpCll (0 lS (J可25.11)
d， . . " Hcrcaftcr sla;} yεscむ thcSon of man sitit1g Ot1 
thεrighl hand of pow引， and coming I tl:.e clouds of 
tea可en ¥!f1j2fiι1) 
ξyet h，'th heれotroot in himsplf， bl1t (1-:1ff'th for ;-1. 
whik 
f. So shεII it bc at thc cne of :hc ¥¥ror:d 
(J可13.21)
(li1j13.-'19) 
耳 and behold，日立oethbεlore yOll into Gaii1ee: 





(6)九 In car:lεJohn rhe Baptist， preachin日 inthε 
ケ4
'" 
¥vitdεγnε出 01"J udea， and (1マタイの福音吉.1:1. 1) 
b. F工om~ha[ time forth bεgaE J esus to sムlewunto his 
日間 iplcs， ]-;OiV tl:川お、市u叶 gounto JCnl問 JC:r:1，計nd
〔向16.2ll
c. /¥t thc samc timc camc thc disコplむsu九日 JCSJS， saying 
Who is the耳realf'st in the klngdom of hee.ven'? 
(lnj 18. 1) 
d 日nd日lirLFoγ ぉha;]汁 m日n]c.rlVC f<ltncγ 
alld llothc.! 札口d，1礼1clcavc lO his wifc (民19.0)
c. On 1:hcsc two COlTI11l2ηdmcnts hang a1 thc law and :hc 
prophε1"5 i同2240) 
L And in lhεm i5 [Uムfillεdlhe prophecy 01 Esaias， vdlich 
お乃itl. (1)<11:;.141 




(7)込i¥nJWhC11 thcy drcw I1igh unlo Jcrusalcrr:. and WCl"C 
(0:1(' to Bcthphagc リntothc mount of Olivcs. thcn 
sent Jεsus t¥e，.'u discipεs. saymg 
( Cマタイの福fT書 21 :[) 
b. B;Jt a， tllξday宍 ()f~oe UJeJ♂問符hallalso the coming 
。[11c白山 υfman bc (lfiJ2-4.:l7) 
c. For v"hcrc t¥VO or thrcc arc 郎氏hcrcdtogcthcr in my 
口九me，thelεam 1 inthe rnidst of thern l向18.20)
説、dtFf望台H にみられるま誌社第一i打見象について 75 
d. yea， lho l1日 ~l man:y false witnessεS C 3mε _'N;t 





(8) 自ζC;;HISdC [lι 日 Vi ???
!内一節で述べたように、 fVJ~11 ぉ-.{"\'1:現象消火後に現れる動詞第-.fi!:;f奇丈は
じP-V2であ..:;)HJ花仕方、fJいが、 lP-V2の可能性もゼロではないので、は)




節も川じく fP-Y2になる、 ιいう理屈であるn 大まかl二百〉で、 wめ込
み又1-1で動訳者宅二位現象が"J能な滋合は一つ考えられる。 つは梨緩E訪日目i





(9i V ，ドC: Ic.> X1'j [， V，] [1' YP [， t: J 
[vp 00. t， .. L; . .JJ 




るコ具体的に !;t~ 非人ね:構文、非人祢受動文なだがそれ，::該当する J 一番
日の場合と y(.なり、これは時iらかに 11'-V2であるーこのことが怠1*する
のは動誠治-i.!Í:':J1-~，とがみられたのは限られたタイゾの埋め込み丈だけで
あって、埋め込凡え全般ではないとし aうことである。 Kroch& Taylor 
(19古7)がIPV2の税拠と Lて挙けているのは実はこの場台である u そう








に付加1(adj ul1ctlon)されており、 一吾二日のhilJ~司が CPt肯定部にあるという
可能性である。
仕切 |CTJ目ζ白羽 [cp Adv 'C V，] 'l' YP 'y 1，' 






修動はかなり制限が方1えられてし aるν 例えば、 Rizzi (lω7:'2品2)には明くの
欽1記J(聖台tにみられる動詞第一休現象について 77 
ような記述がみられるロ
(1) ...: 00 free preposing alld adjunction to IP is permissi 
ble， al kinds o[ movemenls lo lhe lell periphery musl 
be motivated by the satisfaction of some criterion， hence 
by thc prcscncc of a hcad cntcring into thc rcquircd 




























(Top ~ Topic， Poc ~ Pocus， Pin Pinueness) 
たす
! 12) において ForCeli僚のタイプ(即ち、、ド叙文、疑問丈、感U長文、
関係訓告と、などの!メ ~U) に苅ずる情報を衣わしている TopとFocはそ
れぞれ九許証1Htopic) ::焦点 (fu{λlS)を文えるホスト役::で機詑し、 Fi1 :土





頭に つのMIJ詞要素を花べることができる p 動詞がTup{!!~i古へ務致して
くれ:工1) (7;の構法がt出来上がることになるつ
山 [FOli:<e? Forn、 [Tu!'r IAdv豆沼川 [TupP困





(1'1) Gt， but wbosoεver hath no し fromhim shall be 
taken a¥vay even iユ3lhe haih 
ドマタイの侃音吉 I1:;.12) 
b， ，: and whatsocvcr is righl. fhaf shall yc rじじClVC
(fiiJ20.7) 
i、線~p 11im， lhaLがそれぞれその誠にある w11o:'¥υcvcrhaLh lolとvvl:at






しかしこれらが代用衣現であるとすると、 つの問胞が'1ヒる p 代用失
」誌がi~諸 (clïtlc) である可能件、つまり、( 7 )の例立;が'人質上は勤「ρu~'}一
位J)!象である"J詑性があるということである。 7士[英誌に芯いては人夜、代名





(1，;) 2. Alc yイむ:hc mag don 
e2ch evil 1日 can do 
b. aIlεj' his gebede he ahoI tal cild Up 
after 11S prayex he lifted the ('hi;d l1p 
c. & scoIυ11 出rcnlh込じal b._' 111m 1出IdcLo asclld 
and scvcn mcs~ιngcrs hc him h;:d to scnt 
(Pintzuk 19出1
これらの例は代名詞を無視すれば動計]第一位拙文になっ℃いる ( 7、の
El日1，so， tl可 re，yetが代用ぷ況であるとすると、 US) と同様にそj ら
を)![I:視すれば動ij(U弟二位待立になるので、(13) の4うな構造を?限定する
必要がなくなり、 (2)の上うな通常の CP-V2構文として抜うーニとができ
ることになる。 Krυc11& Taylol" (1997)によれば、代名詞は中共請期に
茶話 ζ しての作手{を尖い、現代受諾と|司じくi岳d品の:¥1'(DF)ιriiJ "，~':になっ








る。吋たり 1;0'のことなのでこれまで触れてし aなかったが、 i正常の Ci話+
動制十... という語順もれっきと した効利第一位現象であるハ kいうこ
とは、， 2 )のCl'-V2を当てはめた場合、 l~.~告が C1'指定部、動認が c1u: 
i胃に来工いる可能竹がl:!1てくる、 口約話代名詞が諮であると 1ればそれ
は1]'とじYの境界線 iに置かれるのであるから、衣百 Jま l主語十動詞
+イ七1'1~liJ bl1l0 ~ffJ とし a う語版でJJULることになる
(16) Ic;， li到 [c日[1Qi2四十 CI'tj [j ti ] : vl' じ 11 
iObjcl ••. Objec; cli;icl 
Vtって、 ft名認日的誌が!長誌であったとしても去面 J.i主動誌のす!隣に1見れ
る可能犯がないとは円い切れなし aのである c 1-t:Ý:l~IÛが孫請であるという仮
定のもとで、 f引jえばt:~討も f:_:~IT'1 ~#もともに代名前である場合を JJ えてみる
と、(15仁)のように両者は並んで 11'と C1'の境界線 Iに白かれるはずで
ある p しかし、 /r[l:!Jの剰在'C得られた次のような何をみると、現代史百台と
同じ語版で、 11}者は陸後していないことが分かる、
(li) (1， And江C SCl、tthcm to Bcthlchcm. and whcn vc 
h円vεfound (Cマタイの干高廿rlLI2.8) 
b. Then he suffered him. ([Hj3.15) 
C. and r Vv"il; mal日と)ufish日終 01'r;.e:1. (lpH，19) 
説、dtFf翌てきH にみられるま誌社第一i才坑象について 81 
(1口iJ4，21)d. ".: aγld he caHed 
また、次の (8)のように1肉声が関わっていても;-aJ1告である}
081 Who詰ocvcrlhcrdorc shall coコ[cssmc bdorc r:lClL hirユ
will T con-Ecss also bcforむ市vFathむrwll:ch is rl ]iむaVCll
But whosoevぞrshall dεny me beloIεrnen， him ¥vil 1 
also deny beforヒ myF込1ユer¥vhich Isムnhどav臼l
(;liJ ]0. 32，:{-) 




れらは構造 i との位澄にあるのであろうか。これらの i~Ù詞の中で、 ll1f'n， 
80， yeL thereは(7)にみられるように先行する説副節を受けること
も可能であるど人周知[のi面り ( 4人(0 )の同j討はさ費九i~~:jJó9働きをしてお
り、 対立界を迎えて先行する文脈の衣す内容を受けている 1足って、訪日目i
が受けるたてiが;吉請の 1'I';:J dr~節なのか、それともう101 する文派なのかの追い
があるだけで、代用衣J!としての機誌はi胃じマあると言えゐc薮推lこより、
1也の aIlenvarcs，llkewise， hereaHerについてもいj禄のことが言えるυ
従って、(4 )， (日)の rnC~lrjli (7) とHじく TopP指定郊にあるとも'え
られる また(引のポ例にA られる部示j句ゃ:大の例のように動討のFlÉ~ 
Eきなどの」長が文頭に来ている場合は問題なく通j誌の話題化マあるのじ、そ
れらのよ霊長の要素はおpP指定部にあると考えられる)
(9) a. A bruised reed shall he not break. aム1dsmokir:g flax 
ぉhal he 1i01 qUf;1iCh {マタイの悩守吉 J 12.20) 
82 
b 全型些立￡笠生~ pul he lorLh unto U:.ern; 
U'i113.2.1、311
c. /¥1: h，;JVC 1 kcpt from my youth up 
(民19.201
3調偲j置と話題化曇焦点化
前節では動jld~高 松現象の ~-l-Iでも倒 j告を伴うえ話題化とみなすことがで
きるものをflhたが、実際l;(主主l!IU'ioi骨!:IlfJじくもイ置を伴わない話題化の
何もみられる
(20)λ¥nd (]J[ thing:->， 可〈ぉh日Lrcccivc -
ドマタイの1m-r;i書J 21. 22) 




(21) ...; and SOl11C ü~ thcm yc shaム1kill 01、dcrucify; and 
some thern scour日e1D yOUf synago日ues，and 
persecじte!hem lrom ciLy 10 cily ([Hj23 3ン1
国みに、ほほ同時代に1'1'られた官tの英訳耳'i(iをはでみると、 T子インダjレ
(Tyndale;聖書』、 c') .ム ξ ・ド"エー聖書(::heRheims---Douay BibleJ -，~ 
では吋該箇所;土倒置なしで、 1大聖書(theGreat Bible) 1、『ジェネーヴ望
者(lhcGCIlCV<:l Biblc) J 、な教主者 IthcB↓討10日正 BiiJlcJol では F欽IErJ¥
聖書巴と rajじパターンがmいられている勺次の例'CHt日IJP':が期ねされるの
に倒掃になってし aない何1Jである)
説、dtFf翌てきH にみられるま誌社第一i才坑象について 83 
(221 ι allU thCll hc sl:al rcward c、cry:n札口 accorC:llg 
to his v，Torks (Ji1j.l6.28) 
b. ...， and thιn at my cuming 1 shuuld l1ave 1εcelV引i
mmε o¥1，'n ¥'九tLUS'-tfV (HJ25.27) 
122a)については J欽定訳聖書J以外はすべて倒世情Jとが尽いられている。
(Z2b)については国ティンダル岩吉I、「大型古ゎ「ジュネ ヴ堅吉れ '1
教室喜4 においてi汁置構文が1Iいられている;l! (2l ')において倒置構文
と非似i苫待文がiJtuしている10111干 (22)に5いて倒i世檎文;になっていな
い3甲山;立見当がつかないが、少なくとも倒慌を伴わない話題fじがす CIこ使
われ始めていたことははっきりしている J 感動i"M乍:こ関して、 ;Jl土のミー
マづストの枠組みでは移~UJ現象を断釈不可能素性によって説明しており、
例えば Radford(2009)で!i.T:安ぷ(head)が持つ edgefeatu?亡と 1'1':まれる
解釈ヂnJ1:伝来析を消去するためにその指定部f立i世へ要素が移動するとされ
ている。この考え方に従えば、話題要素が TopP拍定祁に移動ヲるのは
Top 7)¥持つ edgefeaturε を;門去するためであると考えられる己主要部移
動が起こるのは、ある五安部が持つ{日Jらかの思味でf強行、(strong)J本性に
k って別的.T.~泌が牽引されるためマある、とされている話題化におい












(23) a. ドOrCCP Force [TOpP Top ドinP Fin [jp YP 1 
[5trF] 
[VP ... V . .]]JJJ 二つ
b. ドOrCCP Force h叩 p Top [ドinP Fin [[p YP 1 
[wkF] 
[vp ... V . .]]JJJ 
([slrPl :強い素性、 [wkPl :弱い素性)
(24) a. [ForceP Forcc ['1'叩p Top [FinP Fin [TP YP 1 
[十 Top]
[νp ... V .]]JJJ => 
b. [ForceP Forcc [TopP Top [FinP Fin [TP YP 1 
[十 Top]
[νp ... V .]]JJJ 







説、dtFf翌てきH にみられるま誌社第一i才坑象について 85 
(251己主cithcrdo llCIl tighl a candlc 
(ーマタイの福出書J~).L2)
b. A good Lree c乱nnolbriγ19 forth evll frui t， 
a corrupt tree brlng fonh good f.!:'ult (1"17.18) 
c. and no man k!10wcth thc SOTI， but thc F川hcr;
IlcIthcr kllO¥¥:cth any maJl lhc FaLl:cr， 
d. Anu he said unto tbem， 
aUlhorLy I do these things 
(Ji1j.l J. 27) 
you by \V~lat 
(1，;]21.27) 
c. ，'¥nd nο mrm W <-1S <-1hj{、to，-;l1S¥V(、rhim a ¥vord， 
de':'"SL any num from that uay [onh出 khim all:Yγ110C 
queslio附 (Ji1j 22 .il6) 





lQ日される合)E-:æ t~ は FocP 指定部に移動されると仮íjごされている~ ~jËって
ほおの諸倒的 ncithcrL:t FocP，j旨主主部に移動されといると考えられる勺























た動詞第一位構立;が比較的多く兄られた J 他に therefore，so， 





ている。ここで用いられている副詞は then，SO， yet， thereで、
直前の副副節がない場合には先行文脈の内容を受けることができ
説、dtFf翌てきH にみられるま誌社第一i才坑象について S7 
る。それが2.のi品子?に初、行し、他の副主jもいj採にぬう、二とができ










/; fD11土場所")j同情構丈Oocmivむ i:1vcrs;onJ は吸わなかった、~Ijの機会
に扱いたいと思う J
〉主
1.) I泣の To})(:.:.移動 L~ぃ五 11I についてはい下のところ符えが出，j 会いので
今伎の説迫と:たいっ
2) 1世;こ th町ε~orε も先行する b行ι-lll世主h を党\-j"ゐことがで台るが /tluJ 0)事
菅によっ1得られた資料には見られなかった




¥lJ ;-) lw1weetlれ]泊nglれgeacd llw lWOP]{-' 
who目Pto;日klt thi;¥:， t川うれVu (ぷ汀お{ぷrcelv b{~ thr川ghof (11)(11't 
~， sL;，Cい "as t民 force ot ，hε εxploslor.1 tlムユtal the -wlndows v;ere 
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On Verb Second Phenomena in 1he /¥uthori同 dVerslon or the Rible 
Masaharu K1¥ TO I
In this paper， we examine verb second phenomena observed in t1C 
Authorized V目 slonof the Bible. Roughly spεakin払 verbsecond phe 
nomcna can be rcgardcd as prcposIng accompanied by invcrsion. What Is 
the most impressive in the dataωllected is superf示、ialverb出rdorder: 
匹玉erbial(王国時 k¥dverbl+ lFinite豆:illャ lSub;ectl+ 
(1) And when thεy drevJ" l1igh unto Jerusalem， and welεcome to 
BeLltpha停:， untu Lhe IIυUlt of Olives， thell seIlL Jesus LWO di8C1-
pl日S，Sil)'弓n日
1'he adve【bIaldause is introduced by 'N)hcn， as， wh付'C，01 !恥rughand [he 
adv日 b，such as 訪問，50， there， yd， 18仁orrε!atedv，:ith it. Wεargue that 
lhc advcrb is a pru-forrr: and rcfcrs to thc prじccdin耳advc【bialdausc 
Following RizzI (1997)， we propose t1<1t both of these two吋百erbial
elements art' topicalized and situated in the. '1‘opic l)hrase ('1'υplり.?vlore.
sp日】fically.TopP can undεrgo freeεcursion and the adverbial dause 
むよしupie~ Lhe !:lpecifiヒXコOSitiOHoI the upコer'1、opPwhile the adverb occu-
plεs th(]t {)f the lOi:ler TopP" The日dverbsfi1entionedλbo可e，heing 
prO-fOnY1S， can al!:lo refer to the content of the preceding contピxL In 
such cases， they appear in出εsentence-initialposition and the typical ¥'erb 
sccond ordcr is obtaincd. Thc sarnc is truc of O[1:1cr advcrbs， such as 
lherefore， likeu;ise affer筑波rd，Iμ:reafter. Casεs in ¥vhich prep03ed etεments 
are V 1complernents and other adjlilニtsare. needlと3Sto say， instances of 
topicalizat凹n
1n the LIaLa collected， t1どreare乙a出:3where tりpicatizaLiuIl13 Ilο1 
月C"cotIipamεdhy mverSlon. Gi可enth<lt inversion約九r-movementto C， itis 
aS3urnεd rhat sorne change in the f，ζature 3peιification of a head prevents 
tbe move穴1ent
0;cgativc invcrsion is anothcr instancc o[ vcrb sccond phcnomcn3 
Traditionally， prεposed negative elemεnts have been assum吋 tobe focat 
90 
ized. In the data， a few instances are found but al of thern are intro 
duced by neither. It is well-known that negative inversion sentences 
accompanied by neitheγare correlative to the preceding negative sen 
tences. In this sense t正itherbehaves the same way as the adverbs men 
tioned above (then， SO， there， yet). In other words， itis a topic as well 
as a focus. Suppose that Focus Phrase (FocP) is contained in the CP 
system and that a focalized element occupies its specifier position， follow 
ing Rizzi (1997)， then it may be that neither is moved to the specifier 
position of FocP via that of TopP. As far as negative inversion is con 
cerned， there has been no change in feature specification and inverted 
structure is preserved in present-day English 
Keywords: verb second phenomena， split CP hypo廿leS1S，mverSlon， nega-
tive inversion， Early孔10dernEnglish 
